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2令和元年 7 月

みんなでやらいや！協働のまちづくり

みんなでやらいや！
協働のまちづくり

　

か
く
わ
の
郷
庄
内
は
、
総
務
部
、
イ
ベン
ト

事
業
部
、
環
境
事
業
部
、
交
流
部
の
４
つ
の

部
会
で
運
営
し
、
庄
内
地
区
の
皆
さ
ん
の
暮

ら
し
に
役
に
立
つ
活
動
や
、
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
イ
ベン
ト
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
今
回
は

イ
ベ
ン
ト
事
業
部
が
行
う
主
な
活
動
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

①
ふ
れ
あ
い
健
康
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
月
29
日
（
日
）

　

庄
内
地
区
の
運
動
会
と
し
て
、
区
長
会
と

共
催
で
行
っ
て
い
ま
す
。
参
加
者
を
増
や
す

た
め
に
地
区
内
の
企
業
に
も
協
賛
し
て
い
た
だ

き
、
大
鍋
料
理
、
綿
菓
子
、
か
き
氷
を
提
供

し
た
り
、
各
集
落
か
ら
出
店
を
募
集
し
た
り

と
、
ち
ょっ
と
し
た
お
祭
り
的
な
要
素
も
取
り

入
れ
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
幅
広
い

世
代
が
交
流
し
、
楽
し
め
る
内
容
と
し
て
い

ま
す
。

②
防
災
訓
練　
　
　
　

６
月
16
日
（
日
）

　

防
災
意
識
の
向
上
と
啓
発
を
目
的
に
、
毎

年
防
災
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
の
防

災
の
テ
ー
マ
は
、
全
国
各
地
で
多
発
し
て
い
る

「
地
震
に
対
し
て
の
対
応
」
で
す
。
自
衛
消

防
に
よ
る
放
水
訓
練
を
行
っ
た
後
、
地
震
対

応
の
講
話
を
大
山
消
防
署
の
方
に
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
炊
き
出
し
の
お
に
ぎ

り
を
参
加
者
に
提
供
し
ま
し
た
。

③
壮
年
会　
　
　
　

６
月
23
日
（
日
）

　

お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
壮
年

会
を
行
い
ま
し
た
。
寄
席
の
楽
し
さ
を
体
験

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
昨
年
か
ら
は
プ
ロ
の
芸

人
さ
ん
を
招
い
て
い
ま
す
。
今
年
の
メ
イ
ン
は

三
代
目　

林
家
菊
丸
さ
ん
。
そ
の
他
に
も
、

歌
声
喫
茶
を
彷
彿
と
さ
せ
る
「
ま
ん
ち
ゃ
ら
ー

ず
」
や
、
三
味
線
・
尺
八
に
よ
る
民
謡
の
「
美

風
会
」
が
出
演
し
ま
し
た
。
身
近
な
場
所
で

プ
ロ
の
芸
を
感
じ
る
貴
重
な
機
会
で
し
た
。

④
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
月
20
日
（
日
）

　

芝
を
整
備
し
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
の
初
企
画
。

ス
ポ
ー
ツ
の
場
、
憩
い
の
広
場
と
し
て
芝
生
を

有
効
活
用
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
は
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
気
軽
に

で
き
る
軽
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
み
ん
な
で
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。

※
４
月
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し

た
。
最
新
の
情
報
を
公
開
し
て
い
ま
す

の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

今月は「かくわの郷庄内」と
「まちづくり大山」です。

『
か
く
わ
の
郷
庄
内
』

地
域
の
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
活
動
を
行
い
ま
す
！
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みんなでやらいや！協働のまちづくり

『
ま
ち
づ
く
り
大
山
』

地
域
資
源
を
活
用
し
た
取
り
組
み

　

ま
ち
づ
く
り
大
山
は
「
大
山
地
区
の
地

域
資
源
（
自
然
・
歴
史
・
食
な
ど
）
を
活

用
し
た
地
域
づ
く
り
」
を
目
標
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

設
立
当
初
の
取
り
組
み
と
し
て
大
山
地

区
を
も
っ
と
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
大
山
地
区
を
再
発
見
し
地
域
の

良
さ
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
「
大
山
地
区

お
も
し
ろ
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

マ
ッ
プ
は
各
集
落
か
ら
い
た
だ
い
た
集

落
の
由
来
や
伝
統
的
行
事
、
さ
い
の
か
み

さ
ん
、
観
光
施
設
や
観
光
農
園
、
自
然
環

境
な
ど
を
掲
載
し
て
お
り
、
マ
ッ
プ
を
見

る
だ
け
で
大
山
地
区
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報

が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

マ
ッ
プ
を
活
用
し
た
事
業
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

「
大
山
古
道（
坊
領
道
）の
活
用
」

　

大
山
開
山
１
３
０
０
年
を
契
機
に
、
大

山
古
道
の
整
備
と
活
用
に
取
り
組
み
ま
し

た
。

　

大
山
地
区
に
は
大
山
古
道
の
内
、
川
床

道
と
坊
領
道
が
通
っ
て
お
り
、
坊
領
道
は

大
山
地
区
を
縦
断
し
て
い
ま
す
。
古
地
図

を
も
と
に
、
坊
領
道
に
つ
い
て
古
老
か
ら

話
を
聞
き
、
実
際
に
歩
い
て
道
を
特
定
し

ま
し
た
。
種
原
バ
ス
停
付
近
か
ら
籠
立
橋

バ
ス
停
の
間
は
、
一
町
地
蔵
が
点
在
し
た

道
が
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
と
て
も
歩

け
る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
現

在
は
、
古
道
を
整
備
し
、
散
策
可
能
な
状

態
に
し
て
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を

毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
に
は

町
内
外
か
ら
多
数
ご
参
加
い
た
だ
き
、
地

域
の
方
に
よ
る
解
説
が
好
評
を
得
て
い
ま

す
。
最
近
で
は
、
大
山
青
年
の
家
の
活
動

に
も
坊
領
道
が
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
佐
摩
山
登
山
道
整
備
事
業
」

　

大
山
地
区
が
一
望
で
き
る
「
佐
摩
山
」

は
こ
れ
ま
で
登
山
ル
ー
ト
が
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
登
山
道
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

新
た
な
道
の
整
備
と
い
う
こ
と
で
、
階

段
、
ロ
ー
プ
、
看
板
を
設
置
し
ま
し
た
が
、

整
備
に
３
年
か
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
佐

摩
山
山
頂
付
近
で
、「
ダ
イ
セ
ン
ミ
ツ
バ
ツ

ツ
ジ
の
群
生
林
」
を
発
見
し
ま
し
た
。
5

月
連
休
ご
ろ
に
き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
て

い
ま
す
。

　

今
で
は
、
佐
摩
山
は
保
育
所
・
小
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
親
子
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

に
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
佐

摩
山
か
ら
孝
霊
山
ル
ー
ト
の
整
備
を
行
っ

た
こ
と
で
、
佐
摩
か
ら
長
田
ま
で
の
登
山

コ
ー
ス
も
で
き
ま
し
た
。
こ
の
コ
ー
ス
を

活
用
し
た
軽
登
山
を
毎
年
春
の
ダ
イ
セ
ン

ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
の
見
頃
に
合
わ
せ
て
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
大
山
は
、
こ
の
よ
う
な
活

動
が
、
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
一
歩
だ

と
信
じ
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
資
源
の
活
用

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

▲大山古道ウォーク（地域の方の解説）

▲整備された登山道
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第
１
回
大
山
町
ま
る
ご
と
講
座

「
坊
領
道
」
を
歩
き
ま
し
た

　

５
月
18
日
に
大
山
町
ま
る
ご
と
講
座
を

行
い
ま
し
た
。
第
1
回
の
講
座
で
は
、
町

文
化
財
調
査
員
の
解
説
を
聞
き
な
が
ら
、

博
労
（
牛
馬
に
詳
し
く
、
売
買
周し

ゅ
う
せ
ん旋
な
ど

の
仕
事
を
す
る
人
）
が
牛
馬
と
と
も
に
歩

い
た
大
山
道
の
一
つ
「
坊
領
道
」
の
約
７

ｋ
ｍ
を
歩
き
ま
し
た
。

　

仁
王
堂
公
園
に
残
る
道
標
を
出
発
点
に
、

佐
摩
の
常
夜
燈
、
鈑
戸
に
残
る
両
墓
制
の

ス
テ
バ
カ
な
ど
を
巡
り
ま
し
た
。
地
域
自

主
組
織
ま
ち
づ
く
り
大
山
の
皆
さ
ん
の
熱

意
に
よ
っ
て
手
入
れ
さ
れ
た
古
道
を
歩
く

と
、
一
町
地
蔵
が
私
た
ち
を
迎
え
て
く
れ

ま
し
た
。
大
山
そ
ば
の
歴
史
に
つ
い
て
も

学
び
、
昼
食
に
は
「
大
山
か
お
り
そ
ば
」

を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
車
で
は
通
る
け
ど
古

道
が
あ
っ
た
な
ん
て
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
」

「
か
お
り
そ
ば
が
お
い
し
く
て
疲
れ
も
吹
き

飛
び
ま
し
た
」
と
好
評
で
し
た
。

　

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ

レ
ー
鳥
取
県
実
行
委
員
会
で
は
、
平
和
や

希
望
の
象
徴
と
さ
れ
る
聖
火
の
リ
レ
ー
ラ

ン
ナ
ー
23
名
を
募
集
し
ま
す
。

【
リ
レ
ー
日
程
】

　

令
和
２
年
5
月
22
日
（
金
）
～
23
日
（
土
）

【
コ
ー
ス
】

　

鳥
取
県
内
全
市
町
村
（
詳
細
未
定
）

【
募
集
人
数
】

　

鳥
取
県
内
23
名　

【
対
象
者
】

①
平
成
20
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た

方
（
令
和
２
年
３
月
１
日
時
点
で
18
歳

未
満
の
方
は
保
護
者
の
同
意
が
必
要
で

す
）。

②
鳥
取
県
に
ゆ
か
り
が
あ
る
方
（
現
在
ま

た
は
過
去
に
居
住
し
た
こ
と
が
あ
る
方
、

現
時
点
で
所
属
し
て
い
る
職
場
、
学
校

が
あ
る
方
、
家
族
や
親
せ
き
が
居
住
し

て
い
る
方
、
過
去
に
活
動
し
た
こ
と
が

あ
る
方
な
ど
）。

【
申
込
期
間
】

　

令
和
元
年
７
月
１
日
（
月
）

～
8
月
31
日
（
土
）

【
申
込
方
法
】

　

社
会
教
育
課
（
名
和
公
民
館
内
）
で
応

募
用
紙
と
募
集
要
項
を
お
渡
し
し
ま
す
。

　

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

社
会
教
育
課
に
持
参
い
た
だ
く
か
、
鳥
取

県
実
行
委
員
会
事
務
局
へ
メ
ー
ル
、
郵
送

ま
た
は
持
参
に
よ
り
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

鳥
取
県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
応
募
も

可
能
で
す
。

【
選
考
方
法
】

　

応
募
者
の
記
載
事
項
に
基
づ
い
て
選

考
を
行
い
、
県
実
行
委
員
会
が
東
京

２
０
２
０
組
織
委
員
会
へ
推
薦
し
、
東
京

２
０
２
０
組
織
委
員
会
が
当
選
者
を
決
定

し
ま
す
。（
当
選
発
表
は
令
和
元
年
12
月
以

降
の
予
定
で
す
。）

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課
（
名
和
公
民
館
内
）

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
１
２

　

東
京
２
０
２
０
聖
火
リ
レ
ー
鳥
取
県
実

行
委
員
会
（
鳥
取
県
庁
ス
ポ
ー
ツ
課
内
）

☎
０
８
５
７
‐
26
‐
７
９
１
１

大山町に聖火がやってくる！

聖火ランナーに
応募しませんか

▲沿道に置かれた一町地蔵の解説を受ける参加者

第３回大山町まるごと講座
講演会『大山と米子城』

日　時	 ８月 27日㈫ 10時～ 11時 30分

講　師	 国田俊雄さん

	 （米子市立山陰歴史館　館長）

場　所	 大山公民館

問い合わせ・申込先

　大山公民館

　☎０８５９-５３-３００３
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きょういく通信

　

子
ど
も
参
観
日
は
、
子
ど
も
が
自
分
の

家
族
の
働
く
姿
を
見
学
す
る
こ
と
に
よ
り
、

働
く
こ
と
に
つ
い
て
の
理
解
と
家
族
の
絆

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
取
り
組
み

で
す
。

　

教
育
委
員
会
は
、
町
内
の
企
業
や
事
業

所
等
と
連
携
し
、「
子
ど
も
参
観
日
」
実
施

の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

「
子
ど
も
参
観
日
」
の	

	
	

	
　

メ
リ
ッ
ト
は
？

①
職
場
の
雰
囲
気
が
明
る
く
な
り
ま
す
。

◦
社
員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進

◦
子
育
て
に
優
し
い
環
境
づ
く
り

②
仕
事
の
効
率
化
（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
）
が
進
め
や
す
く
な
り
ま
す
。

③
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
の
行
動

計
画
に
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

④
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
増
え

ま
す
。

＊
「
子
ど
も
参
観
日
」
の
実
施
期
日
は
？

　

夏
季
及
び
冬
季
休
業
期
間
や
学
校
の
休
業

日
な
ど
、
小
中
学
生
が
参
加
し
や
す
い
日
。

　

詳
細
は
、社
会
教
育
課（
☎
０
８
５
９
‐
54

‐
５
２
１
２
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

町
内
の
教
育
関
係
施
設
が

敷
地
内
禁
煙
に
な
り
ま
す
‼

事
業
主
の
皆
さ
ん
！

「
子
ど
も
参
観
日
」を

し
ま
せ
ん
か

教
育
委
員
を

紹
介
し
ま
す

　

４
月
23
日
付
で
、
新
た
に
兠と

や
ま山
洋ひ

ろ
み美
さ

ん
（
大
山
）
が
教
育
委
員
と
し
て
任
命
さ

れ
ま
し
た
。
保
護
者
の
視
点
で
教
育
行
政

の
推
進
に
努
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

改
正
健
康
増
進
法
に
よ
り
、
人
が
他
人

の
喫
煙
に
よ
り
タ
バ
コ
か
ら
発
生
す
る
煙

に
さ
ら
さ
れ
る
受
動
喫
煙
を
防
止
す
る
取

り
組
み
が
強
化
さ
れ
、
７
月
１
日
か
ら
は

学
校
や
児
童
施
設
、
行
政
機
関
等
は
原
則

敷
地
内
禁
煙
（
※
）
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
町
内
の
各
小
学
校
・
中

学
校
、
各
保
育
園
・
保
育
所
は
、
７
月
１

日
か
ら
敷
地
内
禁
煙
と
な
り
ま
す
。

　

大
山
町
教
育
委
員
会
で
は
、
公
民
館
、

図
書
館
な
ど
の
社
会
教
育
施
設
、
農
業
者

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
陸
上
競
技
場
、

運
動
公
園
、
野
球
場
な
ど
の
社
会
体
育
施

設
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
も
敷
地
内
ま
た

は
施
設
内
で
の
禁
煙
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

　

こ
れ
ら
の
施
設
を
利
用
さ
れ
る
皆
さ
ん

や
子
ど
も
た
ち
が
、
受
動
喫
煙
に
よ
っ
て

健
康
に
悪
影
響
を
受
け
る
こ
と
が
な
い
よ

う
、
法
律
の
趣
旨
に
即
し
て
、
７
月
１
日

以
降
は
す
べ
て
の
施
設
で
敷
地
内
禁
煙
と

い
た
し
ま
す
。

　

愛
煙
家
の
皆
さ
ま
が
施
設
を
ご
利
用
の

際
に
は
、
受
動
喫
煙
防
止
の
取
り
組
み
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

※
受
動
喫
煙
防
止
の
措
置
を
と
れ
ば
屋

外
に
喫
煙
場
所
設
置
は
可
能
で
す
が
、

本
町
の
教
育
関
係
施
設
で
は
措
置
を

講
じ
て
お
り
ま
せ
ん
。

	

　

ま
た
、
法
で
は
図
書
館
、
公
民
館

な
ど
の
社
会
教
育
施
設
、
野
球
場
や

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
社

会
体
育
施
設
は
原
則
施
設
内
禁
煙
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

７月１日から 敷地内禁煙 となる教育関係施設
施設種別 施設名称

学 　 　 校 各小学校、各中学校

保 育 園・ 所 各保育園、各保育所

社会教育施設
各公民館、町立図書館
こうれいコミュニティーセンター
大山農村環境改善センター

社会体育施設
各農業者トレーニングセンター
名和陸上競技場及び各運動場、
各野球場、中山活性化施設

　

教
育
委
員
会
は
、
教
育
長
及
び
４
人

の
委
員
で
構
成
さ
れ
、
教
育
に
関
す
る

重
要
な
事
項
な
ど
に
つ
い
て
審
議
、
決

定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
多
様
な
民
意
を
反
映
す
る
た

め
、
保
育
所
や
学
校
行
事
等
に
も
進
ん

で
参
加
し
て
い
ま
す
。

金田𠮷人 委員　　湊谷紀子 委員
兠山洋美 委員　　池嶋順子  委員
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よしみスタンプラリー

図書館が農業を応援します！

図書　　　の紹介
   児童書・絵本  
☆鹿の王　水底の橋 / 上橋 菜穂子

☆みんなのおばけずかん / 斉藤 洋

☆あそびうたするものよっといで / 中脇 初枝

☆ユーチュー部 ! ! 　駅伝編 / 山田 明

☆もじもじこぶくん / 小野寺 悦子

☆かめくんのさんぽ / なかの ひろたか

☆ぺんぎんのぴむとぽむ / ディック ブルーナ

『町立図書館本館・分館連携事業』

図書館で「○よ 読もう　○し 調べよう　○み 見つけよう！」

７/２（火）～９/１（日）

●いろいろなジャンルの本を読んで、スタンプを集めよう！
　図書館には、さまざまなジャンルの本が置かれ、番号や記号で分類されているのをご存知ですか？
　その分類番号の本を借りたり、職員が選んだリストから本を借りたり、おはなし会に参加したりして、
スタンプを集めましょう。12個集めた方には、すてきな参加賞をご用意しています。
※詳しくは、チラシをご覧いただくか、図書館へお尋ねください。

※分館は、夜間も参加OK

●夏休み中は小学生を対象にした行事がた
くさん行われます。
	 詳しくは夏休み前に配布される小冊子を
ご覧ください。
●「めざせ　図書館マスター」にチャレン
ジしよう！　　申込締切：８月４日（日）

日 時：７月 17 日（水）    

 13 時 30 分〜 15 時
内　容：秋・冬野菜づくりのコツと裏技

会　場：図書館本館（中山温泉館向かい）

講　師：農山漁村文化協会スタッフ

定　員：40名〈申込締切　7月 14日（日）〉

申込先：大山町立図書館（☎0858-49-3010）

野菜づくりでお困りのことは

ありませんか？

役立つコツと裏技をお伝えし

ます。

図書館を利用されたことのな

い方も大歓迎の講座です！

お申込みをお待ちしています。

1.	 スタンプカードに書いてある分類番号の本を借りる。

2.	 職員が選ぶ「わたしの好きな本」リストの中から借りる。

3.	 2019年テーマ「もののはじまり」から本を借りる。

4.	 おはなし会に参加する。

スタンプの集め方（１日４個まで）
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７
月
10
日
～
８
月
９
日
は
部
落
解
放
月
間
で
す

　

７
月
10
日
か
ら
８
月
９
日
ま
で
は
部
落

解
放
月
間
で
す
。
部
落
解
放
月
間
は
「
同

和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
」
が
施
行
さ
れ

た
昭
和
44
年
７
月
10
日
を
記
念
し
て
昭
和

48
年
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
」
の
成
立

に
よ
っ
て
、
国
と
地
方
公
共
団
体
は
、
同

和
対
策
事
業
を
迅
速
か
つ
計
画
的
に
行
う

こ
と
、
そ
し
て
、
そ
れ
ら
に
対
応
す
る
予

算
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
同
和
対
策
行
政
史
上

画
期
的
な
出
来
事
で
し
た
。

　

鳥
取
県
で
は
、
こ
の
７
月
10
日
を
記
念

し
、
県
民
み
ん
な
で
部
落
差
別
を
な
く
し

て
い
く
意
識
を
高
め
よ
う
と
い
う
目
的
で
、

昭
和
45
年
に
部
落
解
放
週
間
が
設
け
ら
れ
、

昭
和
48
年
か
ら
は
部
落
解
放
月
間
へ
と
発

展
し
た
も
の
で
す
。

　

現
在
も
差
別
事
象
が
後
を
絶
た
ず
、
平

成
28
年
12
月
16
日
に
「
部
落
差
別
の
解
消

の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
た

こ
と
は
ご
承
知
の
と
お
り
で
す
。

　

大
山
町
で
も
、
こ
れ
ま
で
差
別
落
書
き

や
差
別
発
言
、
差
別
ハ
ガ
キ
な
ど
の
差
別

事
象
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
書
き
込
み
や
地
図
上

に
同
和
地
区
を
示
す
な
ど
、
部
落
差
別
を

助
長
す
る
事
象
も
数
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。

　

今
年
も
大
山
町
で
は
、
こ
の
部
落
解
放

月
間
に
合
わ
せ
て
啓
発
活
動
に
取
り
組
み

ま
す
。
部
落
差
別
を
は
じ
め
と
す
る
す
べ

て
の
差
別
を
な
く
し
て
い
く
た
め
に
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

人
権
の
つ
ぼ  

168
大
山
町
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
５
９
‐
５
４
‐
２
２
８
６

大
山
町
茶
畑
１
０
７
７
‐
３ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
５
９
‐
５
４
‐
２
４
１
３

第３回 みんなの人権セミナー
７月のセミナーは、昼・夜の２回開催します。ご都合が良い時間にぜひご参加ください。

開　催　日 場所・時間 内　　　　容

７月17日（水）

（１回目）
大山町役場本庁舎
14：00～15：30

演　題：同和問題の解決と行政施策のあり方
～「部落差別解消法」の活用と条例制定について～

講　師：冨
と み た

田　　稔
みのる

さん
（天理大学　人間学部	総合教育研究センター）

講演内容
人権に関する法律が施行され、全国各地で差別禁止
条例が制定されています。これからの差別解消、人
権課題の解決に向けて、条例の必要性、私たちは何
が出来るかをご講演いただきます。

（２回目）
大山町人権交流センター
19：30～21：00

①小学校入学までを対象に託児所を設置します。希望される場合は、開催日の４日前までにお子さんのお名前・
年齢を添えて、人権推進室に申込んでください。
②手話通訳・その他配慮を希望される場合は、開催日の 14 日前までに人権推進室まで申し込んでください。
◆問い合わせ先　大山町人権推進室（人権交流センター内）

☎	０８５９－５４－２２８６	／		FAX	０８５９－５４－２４１３

7月は「社会を明るくする運動」強調月間です
　すべての国民が、犯罪や非行の防止と罪を犯し
た人たちの更正について理解を深め、それぞれの
立場において力を合わせ、犯罪のない地域社会を
築こうとする全国的な運動です。
★街頭啓発：7月1日（月）
　◦ＪＲ大山口駅前	 （7時10分）
　◦名和中学校玄関前（7時30分）
　◦中山中学校玄関前（7時30分）
★「社会を明るくする運動西伯郡研究大会」
　日時：7月10日（水）13:30～　
　場所：プラザ西伯
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まちの話題

ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
に
笑
顔
が
い
っ
ぱ
い
！

大
山
町
民
ゴ
ル
フ
大
会

御
来
屋
婦
人
会
に
感
謝
状

　

第
29
回
大
山
町
民
ゴ
ル
フ
大
会
（
町
体

育
協
会
ゴ
ル
フ
部
主
催
）
が
、
4
月
29
日

に
神
田
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
好
天
に
も
恵
ま
れ
、
参
加
者
は

和
気
あ
い
あ
い
に
親
睦
を
深
め
な
が
ら
プ

レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。
大
会
終
了
後
の

総
会
で
は
1
年
間
の
事
業
計
画
と
予
算
が

決
定
さ
れ
ま
し
た
。
次
回
大
会
は
10
月
4

日
に
大
山
平
原
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で
開
か
れ

ま
す
。

　

20
年
以
上
に
わ
た
っ
て
、
Ｊ
Ｒ
御
来
屋

駅
と
名
和
駅
の
花
壇
の
手
入
れ
や
清
掃
な

ど
の
活
動
を
続
け
て
き
た
御
来
屋
婦
人
会

（
西
村
和
枝
会
長
・
20
名
）
に
、
西
日
本
旅

客
株
式
会
社
米
子
支
社
長
か
ら
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
は
5
月
22
日
に
名
和
公
民
館
で

行
わ
れ
、
米
子
駅
長
の
堀　

秀
彰
さ
ん
か

ら
記
念
品
と
と
も
に
西
村
会
長
に
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　

会
長
の
西
村
さ
ん
は
、「
住
民
に
と
っ
て
、

な
く
て
は
な
ら
な
い
駅
。
地
域
が
明
る
く

な
る
よ
う
今
後
も
活
動
を
続
け
て
い
き
た

い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

▲優勝の大島さん（中央）、2位の米山さん（左）、3位の山名さん（右）

第 29 回大山町民ゴルフ大会成績 （敬称略）

氏名 OUT IN グロス ハンディ ネット

1位 大島　正仁 35 36 71 14.4	 56.6	

2 位 米山　修市 34 31 65 7.2	 57.8	

3 位 山名　　泰 32 30 62 3.6	 58.4	

4 位 斎藤　孝志 31 31 62 3.6	 58.4	

5 位 福留　伸昭 39 38 77 18.0	 59.0	

6 位 西村　洋介 32 33 65 6.0	 59.0	

※同ネットの場合は年齢上位
※ベストグロス　山名　泰　　62

大山に夏が来た！

第73回大山夏山開き祭
　夏山シーズンの到来を告げる、大山夏山

開き祭が、６月１・２日に行われました。

　１日の前夜祭では、大神山神社奥宮で登

山者の安全を祈願する神事が行われた後、

19時半ごろから神官やてんぐ、僧兵らを先

頭にたいまつ行列がスタート。2000 本の

たいまつの炎の帯が参道に浮かびあがりま

した。

　また２日は、大山山頂で山頂祭神事が行

われ、関係者や登山客ら約400人が参加し、

登山の安全を祈願しました。両日とも好天

に恵まれ、県内外から大勢のお客様で終日

にぎわいました。
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まちの話題

末
永
く
交
流
を
！テ

メ
キ
ュ
ラ
市
か
ら
訪
問
団

韓
国
・
襄
陽
郡
か
ら
訪
問
団
が
来
町

　

５
月
22
日
～
26
日
の
５
日
間
、
姉
妹
都

市
交
流
を
行
っ
て
い
る
米
国
・
テ
メ
キ
ュ

ラ
市
か
ら
訪
問
団
７
名
が
大
山
町
を
訪
れ

ま
し
た
。
今
年
は
交
流
25
周
年
の
記
念
す

べ
き
年
に
あ
た
り
、
５
年
ぶ
り
に
一
般
の

方
が
来
訪
。
訪
問
団
の
皆
さ
ん
は
、「
過
去

に
テ
メ
キ
ュ
ラ
市
を
訪
れ
、
交
流
さ
れ
た

方
の
お
宅
」
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
、
日
本

の
生
活
や
文
化
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

滞
在
中
に
催
さ
れ
た
記
念
の
パ
ー

テ
ィ
ー
で
は
、
町
民
に
よ
る
合
唱
や
サ
ッ

　

５
月
31
日
～
６
月
２
日
の
３
日
間
、
友

好
親
善
交
流
協
定
を
結
ぶ
韓
国
・
襄
陽
郡

か
ら
訪
問
団
６
名
が
、
大
山
夏
山
開
き
祭

の
開
催
に
あ
わ
せ
て
大
山
町
を
訪
れ
ま
し

た
。
一
行
は
前
夜
祭
の
た
い
ま
つ
行
列
に

参
加
さ
れ
、
大
神
山
神
社
奥
宮
か
ら
博
労

座
に
続
く
、
幻
想
的
な
た
い
ま
つ
の
世
界

に
感
慨
ひ
と
し
お
の
様
子
で
し
た
。

　

ま
た
、
大
山
町
日
韓
親
善
交
流
協
会
主

催
の
交
流
会
が
開
か
れ
、
町
民
と
の
交
流

を
深
め
ま
し
た
。
今
夏
は
襄
陽
郡
か
ら
中

学
生
の
訪
問
団
が
来
町
す
る
予
定
で
す
。

　

今
後
も
友
好
の
輪
を
広
げ
る
交
流
活
動

を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

ク
ス
演
奏
、
マ
ジ
ッ
ク
が
披
露
さ
れ
、
友

好
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
テ
メ
キ
ュ
ラ
市
か
ら
は
友
好
の

証
と
し
て
、
訪
問
団
の
一
員
で
あ
る
ボ

ニ
ー
・
マ
ー
ト
ラ
ン
ド
さ
ん
の
描
か
れ
た

絵
が
大
山
町
に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
の
交
流
で
す
が
、
大
山
町
か
ら
は
、

夏
に
中
学
生
、
冬
に
は
一
般
の
方
が
テ
メ

キ
ュ
ラ
市
を
訪
問
す
る
予
定
で
す
。

▲ボニーさんの絵は中山支所テメキュラルームに展示します

▲フレンドシップパーティーで訪問団を歓迎（プリムローズガーデン）

▲中山みどりの森保育園を見学

ありがとうございます
さすまたの寄贈

　長年にわたって大山町のスクール

ガードリーダーを務める舩田邦昭さん

から「さすまた」の寄贈があり、町内

の保育園、小・中学校にそれぞれ 1本

ずつ計12本が贈られました。贈呈式は

６月５日に名和公民館で行われ、舩田

さんから鷲見教育長に防犯への取り組

みに役立ててと手渡されました。
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お
知
ら
せ

は
い
！ 

消
費
生
活
相
談
窓
口
で
す

「
情
報
商
材
」の
ト
ラ
ブ
ル

簡
単
に
も
う
か
る
話
は
あ
り
ま
せ
ん
！

「
簡
単
に
高
収
入
」
と
強
調
の
動

画
な
ど
を
見
て
も
安
易
に
連
絡

を
し
な
い
で
！

＊
情
報
商
材
と
は
、
ネ
ッ
ト
通
販
で
販
売

さ
れ
る
副
業
、
投
資
な
ど
の
収
入
を
得

る
た
め
の
情
報

【
事
例
】
高
額
な
利
益
を
得
ら
れ
る
と
い
う

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
動
画
を
見
て
、
興
味

が
あ
り
連
絡
を
し
た
。
同
じ
よ
う
に
投
資

を
す
れ
ば
、
必
ず
勝
て
る
し
指
導
料
は
も

う
け
た
後
で
よ
い
、
と
い
う
の
で
、
指
示

さ
れ
た
複
数
の
投
資
サ
イ
ト
に
20
万
円
を

支
払
っ
た
。
し
か
し
、
も
う
か
ら
ず
、
苦

情
を
言
う
と
、
勝
て
る
情
報
が
入
っ
て
い

る
Ｕ
Ｓ
Ｂ
30
万
円
の
購
入
を
迫
ら
れ
買
っ

た
が
、
勝
て
る
情
報
は
入
っ
て
い
な
い
し
、

指
示
通
り
に
し
て
も
全
く
も
う
か
ら
な

か
っ
た
。（
50
代
男
性
）

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

●
情
報
商
材
は
契
約
前
に
内
容
を
確
か
め
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
怪
し
い
と
思
っ
た

ら
安
易
に
連
絡
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
「
返
金
保
証
」「
元
は
と
れ
る
」
と
説
明
さ

れ
て
も
約
束
が
守
ら
れ
る
か
ど
う
か
不
明

で
す
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
で
の
支
払
い
や
借
金

を
し
て
ま
で
契
約
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
高
額
な
契
約
を
す
る
よ
う
迫
ら
れ
た
り
、

話
が
違
う
と
思
っ
た
ら
、
き
っ
ぱ
り
と

断
り
ま
し
ょ
う
。

◆
消
費
生
活
相
談
窓
口

　

大
山
町
役
場　

住
民
課

	

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
１
０	（
平
日
）

　

鳥
取
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

	

☎
０
８
５
９
‐
34
‐
２
６
４
８

（
平
日
・
土
日
）

簡単に
もうかるって
聞いたのに

　

6
月
8
日
か
ら
9
日
に
か
け
て
「
地

ビ
ー
ル
フ
ェ
ス
ト
大
山
２
０
１
９
」
が
開

催
さ
れ
、
9
回
目
と
な
る
今
年
の
イ
ベ

ン
ト
に
は
、
11
府
県
の
14
社
に
よ
っ
て
約

１
０
０
種
類
の
地
ビ
ー
ル
が
提
供
さ
れ
ま

し
た
。

　

大
山
で
定
番
と
な
っ
て
い
る
こ
の
イ
ベ

ン
ト
は
、
大
自
然
の
中
で
全
国
各
地
の

御
当
地
ビ
ー
ル
が
楽
し
め
る
と
い
う
こ
と

で
、
毎
年
、
県
内
外
か
ら
多
く
の
人
が

訪
れ
て
い
ま
す
。

　

偶
然
に
も
会
場
で
、
こ
の
「
余
白
に

書
か
せ
て
」
を
い
つ
も
読
ん
で
い
る
と
い

う
方
に
出
会
い
ま
し
た
の
で
、
今
回
は
そ

こ
で
感
じ
た
こ
と
を
お
伝
え
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

地
ビ
ー
ル
生
産
が
盛
ん
な
イ
メ
ー
ジ
が

あ
る
の
は
北
米
で
す
が
、
こ
の
日
ば
か
り

は
大
山
が
海
外
な
の
か
と
錯
覚
す
る
く

ら
い
に
外
国
人
客
も
多
く
、
英
語
を
始

め
と
し
て
多
言
語
が
飛
び
交
っ
て
い
ま
し

た
。

　

そ
ん
な
多
様
な
来
場
者
を
眺
め
て
い

て
、
会
場
の
桝
水
高
原
は
伯
耆
町
内
な

の
で
す
が
、
多
く
の
人
は
伯
耆
町
に
い
る

か
大
山
町
に
い
る
か
と
い
う
意
識
で
は
な

く
、「
大
山
」
に
来
て
い
る
と
い
う
意
識

な
の
だ
ろ
う
と
確
信
し
ま
し
た
。

　

地
元
に
住
ん
で
い
る
と
、
ど
う
し
て
も

市
町
村
の
境
界
を
考
え
て
し
ま
い
ま
す

が
、
県
外
や
国
外
か
ら
の
来
訪
者
に
行

政
区
域
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

　

自
治
体
の
区
域
が
違
っ
て
い
て
も
大
山

は
ひ
と
つ
で
あ
り
、
大
山
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
や
こ
の
地
域
の
産
業
な
ど
は
、
お
互
い

に
持
ち
つ
持
た
れ
つ
で
成
り
立
っ
て
い
る

こ
と
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
今
後
の

町
政
を
進
め
て
い
き
た
い
と
感
じ
た
初
夏

の
大
山
で
し
た
。

（
文
責
／
町
長　

竹
口
大
紀
）

町長の
『余白に
　書かせて！』
『余白に
　書かせて！』

副業・投資の
ネット広告に
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　子育てをしている中で「こんな時どう接したらいい
のだろう？」と思ったことはありませんか。
　このプログラムでは、お子さんとの接し方や伝え方
についてコツやヒントをご紹介します。お父さん、お
母さんは、お子さんのことを一番よく知っている専門
家です。お子さんに合わせた接し方を一緒に見つけて
いきましょう。
対象：大山町民の方で、３歳～６歳児までのお子さん　
　　　を育てている方
定員：15人（要申し込み）
　　　＊託児をご希望の方は申し込み時にお伝えくだ
　　　　さい。
場所：保健福祉センターなわ　会議室（託児は別室）
時間：９時30分～11時 30分（受付は９時15分～）
申し込み方法：メールフォームかこども課（☎0859-
54-5205）へ８月16日㈮までにお申し込みください。

日程等

月　日 内　容

第１回 ９月 3日㈫ ほめ上手になろう（１）

第２回 ９月19日㈭ ほめ上手になろう（２）

第３回 10月 3日㈭ 整え上手になろう

第４回 10月15日㈫ 伝え上手になろう

第５回 10月31日㈭ 座談会・終了証授与

＊全ての回に参加されることをおすすめします。
＊セミナー前後でアンケートを実施します。

子育て支援センター　プール開きのお知らせ

夏到来！ ビニールプールで水遊び
　暑い夏がやってきました。

　各子育て支援センターでは、夏の間は午前中に、ビニールプー

ルで水遊びをしています。水の気持ちよさを感じたり、シャワー

やおもちゃで遊んだりして親子で楽しみましょう。

　プール開きやプール納めには、プレゼントを用意しています

ので、ぜひお出かけください。

◆プール開き（10：00 〜）

　子育て支援センターなかやま・だいせん　　　　7月 3日（水）

　子育て支援センターなわ　　　　　　　　　　　7月 22日（月）

◆プール納め（10：00 〜）

　子育て支援センターなかやま・なわ・だいせん　8月 23日（金）

◆持ち物

　プール用品、着替え、お茶

※体調の悪い時、感染症や発熱などの後の水遊びは控えましょう。

※イベントや天候などによりお休みする場合があります。イベント日程

は、母子健康手帳アプリから配信の「だいせんすくすくカレンダー」

でご確認ください。

◆問い合わせ先　こども課　　☎０８５９-５４-５２０５

メールフォームは
こちらから。
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国
民
健
康
保
険
税
の税率

等
改
正
の
お
知
ら
せ

　

国
民
健
康
保
険
は
、
病
気
や
け
が
を
さ

れ
た
と
き
、
安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
加
入
者
の
皆
さ
ま
に
納

め
て
い
た
だ
く
保
険
税
な
ど
で
運
営
し
て

い
ま
す
。

　

今
回
の
改
正
で
は
、
税
負
担
の
公
平
性

な
ど
の
観
点
か
ら
「
資
産
割
」
を
廃
止
し
、

国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
方
式
を
4
方
式

（
所
得
割
・
資
産
割
・
均
等
割
・
平
等
割
）

か
ら
3
方
式
（
所
得
割
・
均
等
割
・
平
等
割
）

へ
変
更
し
ま
す
。
資
産
割
廃
止
に
伴
う
税

収
の
不
足
分
は
、
医
療
分
・
支
援
分
・
介

護
分
そ
れ
ぞ
れ
に
振
り
替
え
て
補
い
ま
す
。

内　　訳
医療給付費分

〔0歳～ 74歳〕
後期高齢者支援金分
〔0歳～ 74歳〕

介護納付金分
〔40歳～ 64歳〕

所得割
（世帯の所得に応じ
て負担）

改正前 6.76％ 2.36％ 2.80％

改正後 6.79％ 2.38％ 2.07％

資産割
（世帯の資産に応じ
て負担）

改正前 28.00％ 10.20％ 14.00％

改正後 廃止 廃止 廃止

均等割
（世帯の加入者数に応じ
て負担）

改正前 25,000円 8,600円 11,600円

改正後 25,300円 8,900円 10,600円

平等割
（世帯ごとに負担）

改正前 20,800円 7,000円 6,400円

改正後 22,800円 8,000円 6,500円

課税限度額
（課税の上限額）

改正前 580,000円 190,000円 160,000円

改正後 610,000円 190,000円 160,000円

＊課税限度額の引き上げは、地方税法の改正によるものです。

国
民
健
康
保
険
税
の	

	
	

	

　

軽
減
に
つ
い
て

　

世
帯
（
世
帯
主
、
被
保
険
者
、
特
定
同

一
世
帯
所
属
者
）
の
人
数
と
所
得
状
況
に

応
じ
て
、
前
年
中
の
総
所
得
金
額
が
一
定

以
下
の
世
帯
は
、
均
等
割
額
と
平
等
割
額

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
度
は
５
割
軽
減
、
２
割
軽
減
の
対

象
と
な
る
世
帯
の
軽
減
判
定
所
得
の
算
定

に
お
い
て
、
被
保
険
者
の
数
に
乗
ず
べ
き

金
額
が
左
記
の
と
お
り
引
上
げ
ら
れ
、
軽

減
の
範
囲
が
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。

※
世
帯
主
が
国
保
加
入
者
で
な
い
場
合
も

世
帯
主
の
所
得
も
含
め
て
減
額
の
計
算

を
し
ま
す
。

※
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
と
は
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
へ
移
行
し
た
こ
と
に
よ

り
国
保
の
資
格
を
喪
失
し
た
方
で
、
国

保
喪
失
日
以
降
も
継
続
し
て
同
一
の
世

帯
に
属
す
る
方
の
こ
と
で
す
。

※
譲
渡
所
得
は
、
特
別
控
除
前
の
所
得
で

計
算
し
ま
す
。

※
専
従
者
給
与
（
控
除
）
は
減
額
判
定
の

際
に
支
払
者
の
所
得
と
し
て
計
算
し
ま

す
。

※
65
歳
以
上
の
方
の
年
金
所
得
は
減
額
判

定
の
際
に
15
万
円
ま
で
を
差
し
引
い
て

計
算
し
ま
す
。

※
所
得
の
申
告
を
さ
れ
て
い
な
い
被
保
険

者
が
い
る
国
保
世
帯
は
軽
減
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
０
８

軽減割合 世帯の判定所得

7　　割 33万円以下

5　　割 33万円＋ 28 万円×（被保険者数＋特定同一世帯所属者数）以下

2　　割 33万円＋ 51 万円×（被保険者数＋特定同一世帯所属者数）以下
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お
知
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平
成
30
年
度
か
ら
、
鳥
取
県
と
の
国
保

共
同
運
営
を
行
っ
て
お
り
、
県
は
医
療
費

を
市
町
村
へ
交
付
し
、
市
町
村
は
国
保
税

を
県
へ
納
付
し
ま
す
。

　

国
保
税
は
重
要
な
財
源
で
す
。
納
期
限

内
の
納
付
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
県
へ
の
納
付
額
は
過
去
３
年
間

の
医
療
費
指
数
、
所
得
等
に
よ
っ
て
決
ま

る
た
め
、
医
療
費
が
高
く
な
る
と
次
年
度

以
降
の
納
付
額
も
高
く
な
り
、
国
保
税
の

引
き
上
げ
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　

医
療
費
は
、
高
齢
化
や
生
活
習
慣
病
な

ど
の
疾
病
増
加
や
高
額
な
新
薬
の
影
響
等

で
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
被
保
険
者
の

　

世
帯
変
更
・
住
所
変
更
・
世
帯
主
変
更
は
、

14
日
以
内
に
市
町
村
へ
届
出
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

14
日
を
過
ぎ
て
か
ら
届
出
を
さ
れ
た
場

合
に
は
、
世
帯
の
連
続
性
・
継
続
性
が
引

き
継
が
れ
ず
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当

の
回
数
を
通
算
す
る
こ
と
な
ど
が
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

国
保
税
の
期
限
内
納
付
と
医
療
費
節
減
へ
の
ご
協
力
を

国
民
健
康
保
険
の
各
種
届
出
は
『
14
日
』
以
内
に

皆
さ
ま
に
は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

活
用
や
各
種
健
康
診
査
を
積
極
的
に
受
診

す
る
な
ど
、
医
療
費
削
減
へ
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
高
額
療
養
費
の
多
数
回
該
当
と
は
…
過

去
12
か
月
以
内
で
高
額
療
養
費
の
対
象

と
な
っ
た
月
数
が
４
回
以
上
あ
る
場
合
、

４
回
目
か
ら
自
己
負
担
限
度
額
が
引
き

下
げ
ら
れ
る
制
度
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
対
策
課☎

０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
０
６

後期高齢者医療保険料について
今年度の後期高齢者医療制度の保険料率は、下記のとおりです。

軽減割合
世帯内の被保険者と
世帯主の所得の合計額

軽減後の
均等割額

8割

【基礎控除額（33 万円）
以下の世帯で、被保険者
全員が年金収入80万円以
下（その他各種所得がな
い場合）】の世帯

8,496円

8.5 割
【基礎控除額（33 万円）】
以下の世帯のうち、8 割
軽減に該当しない世帯

6,372円

5割
【基礎控除額（33 万円）
+28万円×世帯の被保険
者数】以下の世帯

21,240円

2割
【基礎控除額（33 万円）
+51万円×世帯の被保険
者数】以下の世帯

33,984円

前年度からの変更点は以下のとおりです。

①軽減割合の変更
	 これまで特例的に実施してきた9割軽減が8割軽減に変更にな

ります。
②均等割額の軽減範囲の拡充
	 軽減判定所得について、世帯人数に乗じる額を 5割軽減は 28

万円（平成30年度は27万 5千円）、2割軽減は51万円（同50
万円）に引き上げ、軽減の範囲を拡充しています。

＊年金収入の場合は、「年金収入 -（120万円+15万円）が軽減の
判定をする所得になります。

③被扶養者であった方の軽減
	 75 歳になられる前日にご家族の会社の健康保険などで被扶養者

だった方は、所得割額はかからず、均等割額が5割軽減されます。
	 今年度からこの軽減措置に資格取得後、「2年を経過する月まで」

の期限が設けられます。

後期高齢者医療保険料の決定通知書・納入通知書は 7 月中旬にお
送りします。

◆問い合わせ先　　税務課　☎０８５９-５４-５２０８

年間保険料
（限度額 62 万円） = 所得割額

（前年中の総所得金額等－ 33 万円）× 8.07％ + 均等割額
（42,480 円）
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後
期
高
齢
者
医
療
歯
科
健
康
診
査

（
口
腔
健
診
）
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

熱
中
症
に
か
か
る
人
が
急
増
す
る
７
月

は
「
熱
中
症
予
防
強
化
月
間
」
で
す
。
５

つ
の
声
か
け
を
実
践
し
て
、
夏
を
乗
り
切

り
ま
し
ょ
う
！

■
温
度
に
気
を
く
ば
ろ
う

　

今
い
る
と
こ
ろ
の
温
度
、
こ
れ
か
ら
行

く
と
こ
ろ
の
温
度
を
、
温
度
計
や
天
気
予

報
で
知
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
飲
み
物
を
持
ち
歩
こ
う

　
「
出
か
け
る
前
の
コ
ッ
プ
一
杯
」
を
夏
の

習
慣
に
し
、
の
ど
が
か
わ
く
前
に
水
分
補

給
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
休
息
を
と
ろ
う

　

屋
外
で
暑
さ
や
疲
れ
を
感
じ
た
ら
、
無

理
を
せ
ず
涼
し
い
場
所
に
移
動
し
ま
し
ょ

う
。

■
栄
養
を
と
ろ
う

　

朝
食
を
抜
か
ず
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ

ま
し
ょ
う
。

■
声
を
か
け
合
お
う

　

家
族
や
ご
近
所
で
「
水
分
と
っ
て
る
？
」、

「
少
し
休
ん
だ
方
が
い
い
よ
」
な
ど
、
声
を

か
け
合
い
ま
し
ょ
う
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
対
策
課

　

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
０
６

熱
中
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
！

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い

る
方
を
対
象
に
、
歯
・
歯
肉
の
状
態
や
口

腔
清
掃
状
態
等
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
「
歯
科

健
康
診
査
（
口
腔
健
診
）」
を
実
施
し
ま
す
。

口
腔
機
能
の
低
下
や
、
肺
炎
等
の
疾
病
を

予
防
す
る
た
め
に
年
に
一
度
は
口
腔
健
診

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

【
健
診
の
流
れ
】

①
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
ま
た
は
役

場
健
康
対
策
課
（
☎
０
８
５
９
‐
54
‐

５
２
０
６
）
へ
申
し
込
み
ま
す
。

②
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら
送
付

さ
れ
る
受
診
券
・
問
診
票
・
受
診
で
き

る
歯
科
医
院
一
覧
等
を
受
け
取
り
ま
す
。

③
受
け
取
っ
た
一
覧
か
ら
希
望
す
る
歯
科

医
院
に
申
込
み
を
し
て
、
健
診
を
受
け

ま
す
。

＊
健
診
の
結
果
を
受
け
取
り
、
詳
し
い
検

査
や
治
療
が
必
要
で
あ
れ
ば
医
療
機
関

を
受
診
し
、
生
活
習
慣
を
振
り
返
り
、

改
善
で
き
る
こ
と
は
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

【
健
診
の
内
容
】

　

問
診
・
噛
む
力
や
飲
み
込
み
の
力
の
確

認
・
舌
の
動
き
の
確
認
・
歯
や
歯
肉
の
状

態
の
確
認

【
受
診
費
用
】

　

健
診
自
体
は
無
料
で
す
が
、
そ
の
後
に

治
療
行
為
が
行
わ
れ
る
場
合
は
有
料
と
な

り
ま
す
の
で
、
十
分
な
説
明
を
受
け
、
納

得
の
上
で
治
療
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

【
受
診
期
間
】

６
月
１
日
（
土
）

～
令
和
２
年
１
月
31
日
（
金
）

※
健
診
は
、
同
じ
年
度
内
に
１
回
の
み
で

す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

鳥
取
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合　

業
務
課

☎
０
８
５
８
‐
32
‐
１
０
９
５

おことわり
今
年
度
の
医
療
機
関
で
の

乳
が
ん
検
診
・
乳
房
超
音
波
検
査
に
つ
い
て

　
「
大
山
町
健
診
の
し
お
り
」
に
掲
載
の
「
新
田
外
科
胃
腸
科
病
院
」
で
は
、
乳

が
ん
検
診
・
乳
房
超
音
波
検
査
を
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

他
の
医
療
機
関
で
の
受
診
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先　
　

健
康
対
策
課　

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
０
６



15 令和元年 7 月

お
知
ら
せ

　

町
で
は
、
社
会
経
済
情
勢
の
急
激
な
変

化
と
地
方
分
権
の
時
代
に
対
応
し
、
簡
素

で
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
行
政
運
営
を
実

現
す
る
た
め
、
大
山
町
行
財
政
改
革
審
議

会
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
の
審
議
会
で
は
、
第
5
次
と
な
る
大

山
町
行
財
政
大
綱
の
策
定
及
び
集
中
改
革

プ
ラ
ン
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　

６
月
11
日
に
開
催
さ
れ
た
第
１
回
の
会

議
で
は
、
小
谷
副
町
長
か
ら
行
財
政
改
革

審
議
会
（
馬
田
栄
司
会
長
）
に
諮
問
書
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

第
５
次
行
財
政
改
革
大
綱
の
策
定

〜
簡
素
で
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
行
財
政
運
営
の
実
現
を
目
指
し
て
〜

国民年金保険料の
納付が困難な場合は

保険料免除・
猶予の制度が

あります！

　

保
険
料
を
納
め
忘
れ
の
状
態
で
、
万
一
、

障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が
発

生
す
る
と
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎

年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

経
済
的
な
理
由
等
で
保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
場
合
に
は
、
保
険
料
の
納
付
が
免

除
・
猶
予
と
な
る
「
保
険
料
免
除
制
度
」

や
「
納
付
猶
予
制
度
」
が
あ
り
ま
す
の
で
、

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
役

場
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
の
免
除
の
受
付
は
令
和
元

年
７
月
１
日
か
ら
開
始
さ
れ
、
令
和
元
年

７
月
分
か
ら
令
和
２
年
６
月
分
ま
で
の
期

間
を
対
象
と
し
て
審
査
を
行
い
ま
す
。

　

失
業
等
に
よ
り
保
険
料
を
納
付
す
る
こ

と
が
困
難
に
な
り
、
申
請
を
忘
れ
て
い
た

た
め
に
未
納
期
間
が
あ
る
場
合
は
、
役
場

の
窓
口
ま
た
は
米
子
年
金
事
務
所
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

米
子
年
金
事
務
所

　

☎
０
８
５
９
‐
34
‐
６
１
１
１

住
民
課

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
１
０

大
山
支
所
総
合
窓
口
室

　

☎
０
８
５
９
‐
53
‐
３
３
１
１

中
山
支
所
総
合
窓
口
室

☎
０
８
５
８
‐
58
‐
６
１
１
１

７月農地パトロール
（利用状況調査）を

実施します
①遊休農地の実態把握と発生防止・解消

②農地の違反転用発生防止対策等

　上記の２点について、重点的に取り組みま

す。

　農地の適正な管理を怠ると、雑草の繁茂に

よる害虫等の温床となるだけでなく、ゴミの

不法投棄による悪臭や汚水の発生源となりま

す。

　近隣農業者や周辺住民に大きな迷惑となる

可能性がありますので、除草、病害虫駆除等、

農地の適正な管理をお願いします。

◆問い合わせ先

　　農業委員会事務局

☎０８５８-５８-６１１５



16令和元年 7 月

お
知
ら
せ

使
用
済
小
型
家
電
の
無
料
回
収
を
始
め
ま
す
！

　

令
和
元
年
７
月
15
日
か
ら
、
ご
家
庭
か

ら
出
た
使
用
済
小
型
家
電
を
無
料
で
回
収

し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
回
収
で
き
な
か
っ
た
パ
ソ
コ

ン
を
始
め
、
今
ま
で
不
燃
ご
み
で
出
し
て

い
た
使
用
済
小
型
家
電
が
対
象
と
な
り
ま

す
。

　

小
型
家
電
に
は
レ
ア
メ
タ
ル
な
ど
の
貴

重
な
資
源
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
大
山
町

で
は
、
こ
れ
ら
の
大
切
な
資
源
の
リ
サ
イ

ク
ル
を
推
進
し
ま
す
。
ご
み
の
減
量
・
再

資
源
化
に
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　

使
用
済
小
型
家
電
の
無
料
回
収
に
つ
い

て
の
詳
細
は
、
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
課　

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
１
０

戦没者遺児による
慰霊友好親善事業

　日本遺族会では、戦没者遺児に対

する慰
い し ゃ

藉の一環として、慰霊追悼お

よび現地の方々との友好親善を深め

ることを目的として「戦没者遺児に

よる慰霊友好親善事業」の参加者を

募集しています。

◆実施地域　

　ソロモン諸島、フィリピンなど

◆問い合わせ先

　日本遺族会事務局

　☎０３-３２６１-５５２１

◆申込み先

　鳥取県遺族会

　☎０８５７-３９-２２７０

対 象 品

◦パソコン、カメラ、ゲーム機などの小

型家電

※家電リサイクル法対象の４品目（テレ

ビ・エアコン、冷蔵庫・冷凍庫、洗濯機・

衣類乾燥機）を除く。

回収場所

および

利用時間

◦大山公民館・名和公民館・中山公民館

（ボックス回収）

	 投入口の大きさ（幅25㎝×高さ10㎝）

	 8：30～ 20：00（月曜日は17：00まで。

祝日、年末年始を除く）

◦名和クリーンセンター（持込回収）

	 月～金10：00～ 16：00

	（祝日、年末年始を除く）

※ボックスに入らないものは名和クリー

ンセンターで回収します。

料　　金 　　　　無　　料

生
ご
み
の
水
切
り
は
し
っ
か
り
と
！

　

夏
は
、
水
分
を
多
く
含
ん
だ
生
ご
み

が
多
く
な
り
ま
す
。
こ
の
時
期
の
ご
み

の
排
出
量
は
、
年
間
を
通
し
て
一
番
多

く
、
可
燃
ご
み
の
排
出
量
が
ひ
と
月
に

３
０
０
ト
ン
を
越
え
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。（
平
成
30
年
度
実
績
：
可
燃
ご
み
排

出
量
1
か
月
平
均
２
６
４
ト
ン
）

　

毎
年
行
っ
て
い
る
ご
み
質
試
験
結
果

に
よ
る
と
、
可
燃
ご
み
の
約
50
％
は
水

分
に
よ
る
と
の
結
果
も
出
て
い
ま
す
。

生
ご
み
の
水
切
り
を
し
っ
か
り
行
う
こ

と
で
排
出
量
が
削
減
さ
れ
、
ご
み
の
処

分
に
か
か
る
町
の
経
費
も
削
減
さ
れ
ま

す
。
ご
み
の
減
量
化
に
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
家
庭
用
電
気
式
生
ご
み

処
理
機
・
生
ご
み
処
理
容
器
の
購
入
費

の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
補
助
制
度

に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
住
民
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
課

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
１
０



17 令和元年 7 月

お
知
ら
せ

大山恵みの
里だより
vol.132

問い合わせ先
大山恵みの里公社
☎0859ー 54ー 6600

▼『
み
く
り
や
市
』
営
業
時
間
変
更
、	
	

軽
食
提
供
開
始
の
お
知
ら
せ

　

Ｊ
Ｒ
御
来
屋
駅
構
内
に
あ
る
「
新
鮮

野
菜
直
売
所	

み
く
り
や
市
」
は
、
地
元

の
農
家
さ
ん
が
生
産
す
る
新
鮮
野
菜
を
、

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
お
値
段
で
直
売
す
る
駅

な
か
マ
ル
シ
ェ
で
す
。

　

６
月
17
日
（
月
）
か
ら
、
開
店
時
間
を

30
分
早
め
、
朝
９
時
～
夕
方
４
時
ま
で
の

営
業
時
間
と
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
従
来
か
ら
の
喫
茶
カ
ウ
ン
タ
ー

で
、
軽
食
も
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
11
時
30
分
～
14

時
の
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
に
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ

レ
ー（
５
０
０
円
）、卵
か
け
ご
飯（
３
０
０

円
）
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

御
来
屋
駅
の
駅
舎
は
１
９
０
２
年
の
開

通
当
時
の
も
の
で
、
山
陰
地
方
最
古
の
駅

舎
で
あ
り
、
登
録
有
形
文
化
財
と
な
っ
て

い
ま
す
。
レ
ト
ロ
な
駅
舎
の
中
で
、
お
食

事
・
喫
茶
で
ホ
ッ
と
一
息
し
ま
せ
ん
か
。

●
店
舗
営
業
時
間
：
９
時
～
16
時

　

喫
茶
：
10
時
30
分
～
15
時

　

軽
食
：
11
時
30
分
～
14
時　

●
定
休
日　

毎
週
日
曜
日
・
お
盆
・
年

末
年
始

▼
大
山
恵
み
の
里
公
社  

 

ス
タ
ッ
フ
募
集

▼
道
の
駅　

売
店
ス
タ
ッ
フ
（
若
干
名
）

　

売
店
で
の
接
客
・
レ
ジ
業
務
等
。
シ

フ
ト
に
よ
り
１
日
４
～
６
時
間
、
月
間

75
～
１
１
０
時
間
程
度
の
勤
務
。
社
会

保
険
な
し
。

▼
本
部	

通
販
部
門
ス
タ
ッ
フ
（
１
名
）

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
に
関
わ
る
業

務
（
ネ
ッ
ト
画
面
の
作
成
・
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
、
受
発
注
業
務
、
事
務
処
理
、
梱

包
発
送
な
ど
）。
平
日
８
時
間
勤
務
。
社

会
保
険
あ
り
。

▼
本
部　

地
場
配
送
ス
タ
ッ
フ
（
１
名
）

　

軽
バ
ン
・
２
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
食

品
配
達
。
エ
リ
ア
は
町
内
・
米
子
・
西
伯

郡
内
。
６
時
30
分
～
午
前
中
勤
務
。
月
間

１
１
０
時
間
程
度
。
社
会
保
険
な
し
。

＊
詳
細
は
、
左
記
担
当
者
へ
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

	

大
山
恵
み
の
里
公
社
本
部

	

担
当
：
川
上
・
高
根
・
金
田

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
６
６
０
０（
代
表
）

ク
マ
に
注
意
を
！

　

昨
年
は
ク
マ
の
目
撃
情
報
が
多
く
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
が
、
今
年
も
同
様
に
出
没
す

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
レ
ジ
ャ
ー
等

で
入
山
さ
れ
る
と
き
は
ク
マ
に
出
会
う
可

能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
次
の
こ
と
に
気

を
付
け
ま
し
ょ
う
。

出
会
わ
な
い
よ
う
に	

	
	

		

す
る
こ
と
が
一
番
重
要

　

あ
ら
か
じ
め
出
没
情
報
を
集
め
、
出
没

地
域
に
は
行
か
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。

　

入
山
さ
れ
る
場
合
は
複
数
人
で
行
動
し
、

鈴
や
ラ
ジ
オ
を
鳴
ら
し
、
人
の
存
在
を
知

ら
せ
、
ク
マ
と
の
遭
遇
を
避
け
る
よ
う
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。
ク
マ
の
気
配
や
痕
跡

が
あ
っ
た
ら
引
き
返
す
な
ど
の
対
処
を
し

て
く
だ
さ
い
。

出
会
っ
て
し
ま
っ
て
も
、		

	
			

慌
て
ず
冷
静
に
行
動
を

○
ク
マ
が
こ
ち
ら
に
気
付
い
て
い
な
い
場

合
◦
気
付
か
れ
な
い
よ
う
に
、
静
か
に
そ
の

場
を
立
ち
去
る
。

○
ク
マ
が
こ
ち
ら
に
気
付
い
て
い
る
場
合

◦
ゆ
っ
く
り
と
、
背
中
を
見
せ
ず
後
退
す

る
。

◦
ク
マ
と
の
間
に
立
木
な
ど
の
障
害
物
を

は
さ
む
。

○
至
近
距
離
で
遭
遇
し
た
場
合

◦
慌
て
ず
素
早
く
ク
マ
か
ら
離
れ
る
。

○
ク
マ
が
攻
撃
し
て
き
た
場
合

◦
手
に
持
っ
て
い
る
物
や
丈
夫
な
木
の
棒

な
ど
で
ク
マ
の
鼻
先
や
目
を
攻
撃
す
る
。

◦
ク
マ
撃
退
ス
プ
レ
ー
を
持
っ
て
い
る
場

合
は
、
ク
マ
の
顔
め
が
け
て
噴
射
す
る
。

◦
攻
撃
を
避
け
ら
れ
な
い
場
合
は
、
防
御

姿
勢
を
と
っ
て
頭
・
首
を
守
る
。

◦
子
グ
マ
を
見
つ
け
た
ら
す
ぐ
に
そ
の
場

を
立
ち
去
る
（
母
グ
マ
が
近
く
に
い
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
）。

　

こ
れ
ら
の
対
処
方
法
は
一
般
論
で
す
の

で
、
入
山
時
は
事
前
に
目
撃
情
報
や
遭
遇

時
の
対
処
方
法
等
の
情
報
を
集
め
、
準
備

を
し
て
行
動
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ク
マ
を
目
撃
さ
れ
た
場
合
は
、
農
林
水

産
課
へ
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◆
農
林
水
産
課

　

☎
０
８
５
８
‐
58
‐
６
１
１
６



18令和元年 7 月

お
知
ら
せ

手
話
奉
仕
員
養
成
講
習
会【
入
門
編
】

令
和
元
年
度
　
受
講
者
募
集

自
衛
官
候
補
生（
陸
・
海
・
空
）

一
般
曹
候
補
生（
陸
・
海
・
空
）、航
空
学
生

令
和
元
年
度
自
衛
官
採
用
試
験

★
対
象
年
齢

◦
自
衛
官
候
補
生
・
一
般
曹
候
補
生

令
和
２
年
４
月
１
日
現
在
18
歳
以
上
33

歳
未
満
の
方

※
現
在
32
歳
の
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◦
航
空
学
生
（
海
上
自
衛
隊
）

令
和
２
年
４
月
１
日
現
在
18
歳
以
上
23

歳
未
満
の
方

◦
航
空
学
生
（
航
空
自
衛
隊
）

令
和
２
年
４
月
１
日
現
在
18
歳
以
上
21

歳
未
満
の
方

★
受
付
期
間

◦
自
衛
官
候
補
生

年
間
通
じ
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
一
般
曹
候
補
生
、
航
空
学
生

７
月
１
日
（
月
）
～
９
月
６
日
（
金
）

★
試
験
日

◦
自
衛
官
候
補
生

受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◦
一
般
曹
候
補
生

１
次　

９
月
21
日
（
土
）

２
次　

10
月
12
日
（
土
）・
13
日
（
日
）

◦
航
空
学
生

１
次　

９
月
16
日
（
月
・
祝
）

２
次　

10
月
15
日
（
火
）
～
20
日
（
日
）

の
い
ず
れ
か
１
日

３
次
（
海
上
自
衛
隊
）

11
月
22
日
（
金
）
～
12
月
18
日
（
水
）

の
い
ず
れ
か
数
日
間

３
次
（
航
空
自
衛
隊
）

11
月
16
日
（
土
）
～
12
月
19
日
（
木
）

の
い
ず
れ
か
数
日
間

＊
自
衛
隊
説
明
会

自
衛
官
採
用
制
度
や
待
遇
に
つ
い
て
説

明
し
ま
す
。
資
料
を
ご
要
望
の
方
も
ぜ

ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

7
月
25
日
（
木
）

	

17
時
～
19
時
（
入
退
室
自
由
）

◆
場
所　

名
和
公
民
館　

視
聴
覚
室

◆
問
い
合
わ
せ
先

	

自
衛
隊
米
子
地
域
事
務
所

	

☎
０
８
５
９
‐
33
‐
２
４
４
０

	

役
場
総
務
課

	

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
０
１

　

き
こ
え
な
い
・
き
こ
え
に
く
い
人
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
を
行
う
手
話
奉

仕
員
を
養
成
す
る
た
め
、
講
習
会
が
行
わ

れ
ま
す
。

◆
内
容　

厚
生
労
働
省
手
話
奉
仕
員
養
成

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
準
じ
て
実
施
し
ま
す
。

　
（
１
）
実
技
、（
２
）
聴
覚
障
が
い
者
福

祉
等
に
関
す
る
講
義

◆
対
象　

き
こ
え
な
い
・
き
こ
え
に
く
い

人
等
の
福
祉
に
理
解
と
熱
意
を
有
す
る

方
（
高
校
生
以
上
）

◆
期
間　

9
月
24
日
～
翌
年
3
月
3
日

　
　
　
　
（
18
時
45
分
～
20
時
45
分
）

◆
場
所

　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
ほ
か

◆
定
員　

40
人

※
申
し
込
み
先
着
順
で
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
受
講
料

	
２
，０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
）

◆
受
講
申
込
方
法
及
び
申
込
期
限

◎
受
講
申
込
方
法

郵
送
の
方
：
申
込
書
記
載
の
住
所
宛
に

「
手
話
奉
仕
員
養
成
講
習
会
受
講
申
込
書

在
中
」
と
赤
で
記
入
の
上
、
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
の
方
：
Ｆ
Ａ
Ｘ
送
信
後
、
問
い

合
わ
せ
先
へ
確
認
の
電
話
を
し
て
く
だ

さ
い
。

メ
ー
ル
の
方
：
当
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
申

込
フ
ォ
ー
ム
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
受
講
申
込
締
切

	

9
月
10
日
（
火
）
必
着

◆
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

〒
６
８
２
‐
０
８
２
２

倉
吉
市
葵
町
７
２
４
‐
15

鳥
取
県
中
部
聴
覚
障
が
い
者
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
５
８
‐
27
‐
２
３
５
５

FAX
０
８
５
８
‐
27
‐
２
３
６
０



19 令和元年 7 月

お
知
ら
せ

桜
の
苑
使
用
料
の

取
扱
い
に
つ
い
て

　

現
在
、
火
葬
場
使
用
許
可
証
交
付
時

に
、
役
場
窓
口
に
て
桜
の
苑
使
用
料
（
大

人
１
２
，０
０
０
円
、
小
人
８
，０
０
０
円
）

を
お
預
か
り
し
て
い
ま
す
が
、
8
月
1
日

か
ら
取
扱
業
務
変
更
に
よ
り
、
役
場
窓
口

で
の
代
理
受
領
は
行
い
ま
せ
ん
。

　

８
月
以
降
、
桜
の
苑
を
使
用
さ
れ
る
際

は
、
直
接
桜
の
苑
窓
口
で
使
用
料
を
納
め

て
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
課

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
１
０

　

桜
の
苑
（
火
葬
場
）

☎
０
８
５
９
‐
35
‐
３
３
４
４

（
主
催
：
中
山
ま
ち
づ
く
り
実
行
委
員
会
）

◆
日
時　

７
月
28
日
（
日
）

	

９
時
30
分
ス
タ
ー
ト

◆
会
場　

う
ぐ
い
す
橋
下
手

◆
定
員　

３
０
０
人

◆
申
込
期
限　

7
月
11
日
（
木
）

　

申
込
み
方
法
な
ど
、
詳
細
は
役
場
本
庁
、

各
支
所
に
あ
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先　

中
山
ま
ち
づ
く
り
実
行
委
員
会
事
務
局

（
観
光
課
内
）☎

０
８
５
９
‐
53
‐
３
１
１
０

　

10
月
の
入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

松
江
市
で
入
学
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

【
出
願
期
間
】
第
１
回
は
８
月
31
日
ま
で
、

第
２
回
は
９
月
20
日
ま
で
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
出
願
も
受
け
付
け
ま
す
）

【
入
学
説
明
会
】
※
事
前
申
込
み
が
必
要

◆
日
時　

８
月
18
日（
日
）、9
月
8
日（
日
）

　

10
時
～
、
14
時
～
の
2
回

◆
場
所　

放
送
大
学
島
根
学
習
セ
ン
タ
ー

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

放
送
大
学
島
根
学
習
セ
ン
タ
ー

　
（
松
江
市
白
潟
本
町
ス
テ
ィ
ッ
ク
ビ
ル
４
階
）

☎
０
８
５
２
‐
28
‐
５
５
０
０

http://w
w
w
.sc.ouj.ac.jp/center/shim

ane/

◆
日
時　

7
月
26
日
（
金
）
18
時
～
20
時

	

（
前
日
ま
で
に
要
予
約
）

◆
場
所　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー　

第
1
会
議
室

◆
内
容　

相
続
・
遺
言
、
商
業
登
記
、
借
金
・

多
重
債
務
な
ど
身
の
回
り
の
法
律
問
題

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
司
法
書
士
会

　

☎
０
８
５
７
‐
24
‐
７
０
２
４

◆
日
時　

８
月
８
日
（
木
）
18
時
～
21
時

◆
内
容

　

野
外
売
店
・
子

供
広
場
、
野
外

コ
ン
サ
ー
ト
、

打
上
花
火
等
イ

ベ
ン
ト
盛
り
だ

く
さ
ん
で
す
。

皆
さ
ま
の
お
越

し
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

米
子
駐
屯
地
広
報
室

　

☎
０
８
５
９
‐
29
‐
２
１
６
１
（
代
）

「
甲
川
渓
流
ま
つ
り
」

参
加
者
募
集

「
無
料
法
律
相
談
会
」

米
子
駐
屯
地

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ

放
送
大
学

10
月
入
学
生
募
集

事故のない町を目指して！

交通安全運動の
実施について

　今年も、春・夏・秋・年末の年４回の交

通安全運動が実施されます。年間を通じて、

子どもと高齢者の交通事故防止、飲酒運転

の根絶、シートベルトとチャイルドシート

の着用の徹底などを呼びかけ、事故のない

町づくりを目指します。

＊大山町交通安全指導員の交代＊
【退任指導員】

　本年３月末の任期満了をもって次の6名の方

が勇退されました。長年にわたり、本町の交通

安全推進にご尽力いただきました。

（名和地区）	 枝谷凱之さん・金田博明さん

	 伊田孝子さん

（大山地区）	 奥田勇治さん

（中山地区）	 箆津俊一さん・當別當正文さん

【新任指導員】

　４月から新たに指導員に任命された皆さんです。

（名和地区）	 角田律子さん・矢口真一さん

	 齋藤　淳さん・田中章雄さん

（中山地区）	 小林直哉さん・谷川　豊さん

　交通安全意識の高揚、事故防止の啓発活動な

ど、交通安全の取り組みにご協力いただきます。

よろしくお願いします。



20令和元年 7 月

お
知
ら
せ

※地図はイメージのため、縮尺などは実際とは異なります。
　2019年7月14日（日）当日の渋滞予測で、当日の状況などにより異なる場合があります。

全
日
本
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

皆
生
大
会

渋
滞
予
測
の

お
知
ら
せ

　

今
年
も
全
日
本
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
皆
生
大
会

が
7
月
14
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
、
町
内
の
自

転
車
競
技
コ
ー
ス
を
選
手
が
走
り
ま
す
。
競
技

中
は
、
町
内
の
主
要
交
差
点
で
ス
タ
ッ
フ
が
交

通
誘
導
を
行
い
ま
す
が
、
所
に
よ
っ
て
は
渋
滞

が
予
測
さ
れ
ま
す
。
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
町
内
の
渋
滞
予
測
】（
マ
ッ
プ
内
表
記
）

④
大
山
観
光
道
路
入
口
〜
森
の
国

	

８
時
30
分
ご
ろ
～
11
時
ご
ろ

⑥
大
山
口
停
車
場
大
山
線
・
神
原
交
差
点
周
辺

	

10
時
ご
ろ
～
14
時
ご
ろ

　

そ
の
他
、
町
外
で
も
渋
滞
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
下
記
の
マ
ッ
プ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

皆
生
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
協
会

☎
０
８
５
９
‐
34
‐
２
８
１
９

大
山
山
麓
の

謎
解
き
宝
探
し

　

大
山
山
麓
で
の
謎
解
き
宝
探
し
も
３
年

目
！
今
年
は
大
山
町
・
米
子
市
・
倉
吉
市
・

日
南
町
・
日
野
町
・
江
府
町
の
6
エ
リ
ア

で
開
催
し
ま
す
。「
宝
の
地
図
」
を
手
が
か

り
に
謎
を
解
き
な
が
ら
宝
箱
を
探
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
を
ク
リ
ア
す
る
と
ク
リ
ア

賞
、
ま
た
、
全
て
の
エ
リ
ア
を
ク
リ
ア
さ

れ
た
方
に
、
抽
選
で
豪
華
賞
品
が
当
た
り

ま
す
。
夏
の
思
い
出
に
み
な
さ
ん
お
誘
い

あ
わ
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
い
参
加
方
法
は
、
特
設
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
期
間

　

７
月
13
日
（
土
）
～
９
月
30
日
（
月
）

◆
場
所

大
山
山
麓
エ
リ
ア
（
大
山
町
・
米
子
市
・

倉
吉
市
・
日
南
町
・
日
野
町
・
江
府
町
）

＊
特
設
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://nazo.daisen1300.org

◆
問
い
合
わ
せ
先　

周
遊
型
謎
解
き
宝
探
し
実
行
委
員
会

（
事
務
局
：
観
光
課
内
）

☎
０
８
５
９
‐
53
‐
３
１
１
０



21 令和元年 7 月

お
知
ら
せ

◆
日
時　

7
月
23
日
（
火
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時
10
分

◆
場
所　

鳥
取
地
方
・
家
庭
裁
判
所

　
　
　
　

米
子
支
部

◆
内
容　

模
擬
裁
判
、
評
議
、
質
疑
応
答
、

　
　
　
　

法
廷
内
見
学

◆
対
象　

小
学
校
5
年
生
お
よ
び
6
年
生

◆
定
員　

13
人
（
保
護
者
同
伴
と
す
る
）

＊
申
込
受
付
順

※
事
前
申
込
が
必
要
で
す

◆
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
地
方
裁
判
所
米
子
支
部
庶
務
課

　

☎
０
８
５
９
‐
22
‐
２
２
０
５

※（　

）
内
は
旧
任

▼
副
町
長　

小
谷　
　

章

（
副
町
長
兼
課
長
事
務
取
扱
）

▼
農
林
水
産
課
課
長　

井
上　
　

龍

（
農
林
水
産
課
参
事
事
務
取
扱
）

▼
農
林
水
産
課
主
幹　

松
田　

拓
男

（
総
務
課
主
幹
）

月
に
１
回
中
山
温
泉
で
映
画
を
観
ま
せ
ん
か
？

◆
７
月
上
映
作
品

　
「
眠
る
村
」

　

戦
後
唯
一
、
司
法
が
無
罪
か
ら
逆
転
死

刑
判
決
を
下
し
た
事
件
と
し
て
知
ら
れ
る

「
名
張
毒
ぶ
ど
う
事
件
」
の
謎
を
追
っ
た
。

東
海
テ
レ
ビ
製
作
。

　

三
重
と
奈
良
に
ま
た
が
る
葛
尾
で
昭
和

36
年
、
村
の
懇
親
会
で
ぶ
ど
う
酒
に
混
入

さ
れ
て
い
た
毒
物
に
よ
る
中
毒
で
5
人
が

死
亡
し
、
当
時
35
歳
の
奥
西
勝
が
逮
捕
さ

れ
る
。
一
審
で
無
罪
と
な
っ
た
奥
西
だ
っ

た
が
、
二
審
で
死
刑
判
決
、
そ
し
て
最
高

裁
は
上
告
を
棄
却
。
昭
和
47
年
、
奥
西
は

確
定
死
刑
囚
と
な
り
、
独
房
か
ら
再
審
を

求
め
続
け
た
が
平
成
27
年
10
月
、
獄
中
で

大山チャンネル
7 月の主な放送内容

（6：00 / 9：00 / 12：00 / 15：00 / 18：00 / 21：00 / 24：00）

※初回のみ正午スタート

大山チャンネルはデジタル１１３ｃｈ

「PICK UP だいせん」
毎月３本（１日、11 日、21 日に更新）

　暮らしの情報、集落行事、地域の話題、町民の活

動などをたっぷりとお届けします。住民から寄せら

れた情報を元に取材を進める「集落発！　ご近所

ニュース」、大山町の知られざる歴史や逸話に迫る

「大山伝説」、夢に向かって奮闘する町民の姿を追う

「17000の夢」など、特集企画もお楽しみに！

【７月の注目企画】

・広島の農村で発見！「大山の歌」

・大山伝説〜幻の巨大ブナを探せ !? 〜

・６年生最後の夏！バレー部の挑戦

◆情報提供・問い合わせ先

　映像制作会社アマゾンラテルナ鳥取大山オフィス

☎０８５８‐５８‐２３１８

夏
休
み
企
画
・
参
加
者
募
集

裁
判
を
や
っ
て
み
よ
う
！

帰
ら
ぬ
人
と
な
る
。

　

事
件
か
ら
57
年
を
経
た
今
も
残
る
多
く

の
謎
に
迫
っ
て
い
く
。
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
は

仲
代
達
矢
。（
２
０
１
８
年
作
品
・
96
分
）

◆
日
時　

７
月
13
日
（
土
）

　

10
時
／
14
時
／
18
時
30
分　

３
回
上
映

◆
料
金　

大
人　

８
０
０
円

　
　
　
　

中
学
生
以
下　

５
０
０
円

　
　
　
　

未
就
学
児　

無
料

◆
場
所　

中
山
温
泉
生
活
想
像
館

　
　
　
　

わ
く
わ
く
ホ
ー
ル

◆
問
い
合
わ
せ
先　

中
山
温
泉

☎
０
８
５
８
‐
49
‐
３
３
３
０

　

主
催
：
え
え
が
な
大
山
実
行
委
員
会

　

後
援
：
大
山
町
、
大
山
町
教
育
委
員
会

人
事
異
動

【
６
月
１
日
付
け
】
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私たちのまち（６月１日現在）

◯人　口；１６, ２７７人（ー２０）

　　男　：　７, ８６７人（ー１６）

　　女　：　８, ４１０人（　ー４）

◯世帯数；５, ７５７世帯（　　５）

今月の税・保険料
後期高齢者医療保険料（１期）

国民健康保険税（２期）
固定資産税（２期）

納期限７月31日（水）
※期限までに納めましょう

　

私
の
夏
の
楽
し
み
は
、
と
う
も
ろ
こ
し

に
か
き
氷
、
花
火
大
会
、
ひ
ま
わ
り･･･

。

暑
さ
は
苦
手
で
も
、
好
き
な
も
の
が
夏
は

い
っ
ぱ
い
。
先
日
、
友
人
か
ら
梅
を
わ
け

て
も
ら
っ
た
の
で
「
梅
シ
ロ
ッ
プ
」
を
作

り
ま
し
た
。
こ
の
シ
ロ
ッ
プ
で
ド
リ
ン
ク

や
ゼ
リ
ー
を
作
る
の
も
楽
し
い
で
す
。
さ

ら
に
今
年
は
、
中
山
温
泉
の
近
く
で
ホ
タ

ル
の
乱
舞
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

予
想
以
上
の
ホ
タ
ル
の
数
に
夏
の
楽
し
み

が
ま
た
ひ
と
つ
増
え
ま
し
た
。
暑
さ
に
負

け
ず
、
元
気
に
夏
を
乗
り
き
り
ま
し
ょ
う
。

皆
さ
ん
の
夏
の
楽
し
み
は
何
で
す
か
？

（
ひ
ろ
）

編

集

後

記

なかやま温泉
だより

vol. 62

◆なかやま温泉
☎ 0858-49-3330

　

こ
ん
に
ち
は
。
な
か
や
ま
温
泉
ゆ
ー

ゆ
ー
倶
楽
部
ナ
ス
パ
ル
で
す
。
ジ
メ
ジ

メ
の
梅
雨
も
終
盤
、
い
よ
い
よ
夏
本
番

が
や
っ
て
き
ま
す
。
み
な
さ
ん
、
体
調

管
理
に
は
お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
ね
。

疲
れ
た
体
と
心
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
、

ぜ
ひ
、
な
か
や
ま
温
泉
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

☆
７
月
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
☆

『
中
山
温
泉
朝
市
』

【
日
時
】
7
月
7
日
（
日
）
9
時
～
11
時

【
場
所
】
中
山
温
泉
館
隣
接
多
目
的
広
場

『
ナ
ス
パ
ル
シ
ア
タ
ー
』

上
映
作
品
『
眠
る
村
』

【
日
時
】
7
月
13
日
（
土
）

【
場
所
】
中
山
温
泉
わ
く
わ
く
ホ
ー
ル

【
時
間
】
10
時
・
14
時
・
18
時
半

【
料
金
】
大
人
８
０
０
円

　
　
　

		

中
学
生
以
下
５
０
０
円

　
　
　

		

未
就
学
児　

無
料

『
中
山
温
泉
音
楽
祭
』

　

ア
ニ
メ
ソ
ン
グ
か
ら
ポ
ッ
プ
ス
ま
で

さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
7
月
15
日
（
月
・
海
の
日
）

　
　
　

		
12
時
～
15
時

【
場
所
】
中
山
温
泉
わ
く
わ
く
ホ
ー
ル

【
料
金
】
入
場
無
料

【
参
加
団
体
】

◦
ラ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
プ
レ
イ

◦
シ
エ
ス
タ

◦
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
す
ず
め

◦
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｈ　

Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ　

Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｅ

【
ご
利
用
案
内
】

営
業
時
間
：
10
時
～
21
時

　
　
　
　
　
（
20
時
30
分
受
付
終
了
）

休
館
日
：
第
２
・
４
月
曜
日

入
浴
料
金
：
大
人
４
３
０
円

　
　
　
　
　

小
人
２
１
０
円

　

お
得
な
回
数
券
も
ご
ざ
い
ま
す
の

で
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

サマージャンボ7億円
（1等5億円・前後賞各1億円合わせて）

サマージャンボミニ5千万円
（1等3千万円・前後賞各1千万円合わせて）
この宝くじの収益金は市町村の明るく住みよい
まちづくりに使われます。

 7月2日●火2種類同時発売!
発売期間 7/2（火）～8/2（金）

各1枚 300円

公益財団法人鳥取県市町村振興協会


